
P2 成長戦略としての女性活躍の推進
 ～多様な人材を活かすダイバーシティ経営～

 福地真美さん
 経済産業省経済産業政策局経済社会政策室長

P4 職場が変われば、日本が変わる！
 キーパーソンは“イクボス”
 安藤哲也さん
 ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン ファウンダー／代表理事

P6 ワーク・ライフ・バランス取組企業紹介
 葛飾区ワーク・ライフ・バランス支援アドバイザー派遣事業

 上條眞徳さん（モールドメーカー株式会社カミジョー）
 齊藤充弘さん（齊藤社労士事務所）

P8 「カエルクイズ」に挑戦しよう！
 ワーク・ライフ・バランスをクイズで楽しく学ぼう

産業フェア（平成26年9月5日～9月7日）
パネル展示やクイズを通して、ワーク・ライフ・バラ
ンスについてさまざまな情報発信を行いました。
クイズに参加された方に「ひとつ、働き方を変えてみ
よう！」宣言を行っていただき、自分自身の生活の中
で実践可能なワーク・ライフ・バランスへの取組を考
えていただきました。

　職場の中に根強く残る、性別による固定的役割分
担意識を解消することも、ワーク・ライフ・バラン
スを進めるために欠かせません。
　従来の「男は仕事、女は家庭」という根強い意識
を解消することにより、男性の育児休業取得率を増
加させることができる一方で、女性も仕事と家庭を
両立することによって、キャリアアップしやすい環
境が整うことになります。
　こうしたワーク・ライフ・バランスへの取組によ
り、男性も女性も自分らしく、いきいきと社会生活
を営むことができるようになります。

この印刷物は、印刷用紙の紙へのリサイクルができます。

平成27年1月20日　葛飾区総務部人権推進課発行
　　   （ループ）とは「輪」を意味します。企業と区民・区が協働し、働きやすい職場環境をつくれるようにとの願いを込めています。（年1回発行）

葛飾区男女平等推進センター
〒124-0012
葛飾区立石5-27-1 ウィメンズパル内
TEL：03-5698-2211　FAX：03-5698-2315

開館時間　月～土　午前9時～午後9時30分
　　　　　日・祝   午前9時～午後5時
休　館　日　年末年始、館内点検日（月2日程度）

＊葛飾区の企業への情報誌です。ご自由にお持ちください。

男女がともに協力しあい、仕事も暮らしも楽しめるまち　かつしか
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誰もが役割を果たし、いきいきと活躍できる
社会を目指して----------

産業フェアで実施した「カエルクイズ」。
大勢の方にチャレンジしていただきました！
詳しくは、最終面をご覧ください。

カエルクイズにカエルクイズにカエルクイズに
挑戦しよう！挑戦しよう！挑戦しよう！

産業フェアでの男女平等推進センターの展示で毎年好評のカエルクイズ。
今年も期間中（9/5～9/7）に、1183名の方が参加してくださいました！
あなたもクイズにチャレンジして、ワーク・ライフ・バランスについて楽しく学んでみませんか？

Q1

（答え） ①
6歳未満の未就学児と同居する男性が家事を行う時間は
1日当たり67分、そのうち育児を行う時間は39分です。
「もっと育児に関わりたい」と考えていても、現実的には
「仕事優先」の生活を送らざるを得ない、男性の長時間労
働の問題が存在しています。

共働き夫婦の夫が育児をする時間は
1日どのくらいでしょうか？
①39分　②67分　③73分

Q2

（答え） ③
介護・看護を理由に離職する方は年間で約10万人もおり、今
後高齢化社会が進んでいくと、働きながら介護する人はます
ます増えていきます。
これまで介護は女性が行うものというイメージがあったかも
しれませんが、男性の離職者も約2万人おり、男女を問わず、
働く人全体の問題です。仕事と介護の両立支援は、これからも
大きな課題です。

1年間のうちに介護・看護を理由に
離職・退職する人数は？
①約2万人　②約8万人　③約10万

Q3
ワーク・ライフ・バランスの理想の時間配分はどれでしょう
①仕事：家庭＝５０：５０
②仕事・生活・睡眠が８時間ずつ
③人生の各段階に応じて、自分の希望するバランスで
　「仕事」と「仕事以外の生活」の調和が図れる状態

（答え） ③
「ワーク・ライフ・バランス」は、人それぞれの希望に応じて、「仕事」と、子育てや親
の介護、地域活動、自己啓発などの「仕事以外の生活」の調和が図れる状態をいいま
す。望ましいバランスは人によっても違いますし、人生の各段階（ライフステージ）
によっても変化します。

「ワーク・ライフ・バランス」
の実現のために一番大切なの
は、今の自分はどのようなバラ
ンスで「ワーク」と「ライフ」
の配分を行いたいのかを考える
ことです。

まずは、今の自分が希望する
グッド・バランスを考えると
ころから始めてみませんか？

当日は、展示パネルに
隠されたヒントを求めて、
まるで「宝探し」！

クイズは 5問！
参加者には飛び出す
カエルのおもちゃを
プレゼントしました。


